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暑い日々が続いています。災害級の暑さと言われていることも

あり、日々の暮らしの中でも命を守って行く為に工夫が必要に

なります。水分補給を心がける、日中は涼しい所で過ごす等の

工夫をしていきましょう。



志保ＨＰ ブログ

8月の旬の食材

夏の盛りを迎え、暑さがピークとなる8月。お盆や夏祭りなど、日本の伝統行事が多

く行われる季節です。ナスやゴーヤ、枝豆などの夏野菜が旬を迎え、スズキやカツオ

などの魚介も豊富に出回ります。夏の味覚を存分に楽しみながら、残暑を乗り切る

準備をしましょう。

グループホーム

空き 室2
現在、お問い合わせを多く

頂いているため満室になっ

てしまう可能性があります。

空室確認はお電話にてお問

い合わせ下さい。

0544-22-0166

空き状況（発行日現在）

訪問介護 空き時間
（医療的ケアが必要な方の訪問もできます）

お問い合わせはこちら

.0544-22-0166 .0544-66-4722

Mail.keasaportshiho@yahoo.co.jp

野菜：ナス、トマト、キュウリなど

海鮮：カツオ、タイ、スズキなど

果物：すいか、メロン、マンゴーなど

まさに夏真っ盛りですね。昨年同様、今年も酷暑の夏となっています。夏というと中学時代の部活の印象しか

ないのですが、どうやってこっそり水を飲もうかと考えていた頃が懐かしいです。志保では入居者の方々に寄り

添いながら心の通った支援を行っていきます。よろしくお願い申し上げます。

月 火 水 木 金

９時台 × × △ × ×

１０時台 × × 〇 × ×

１１時台 × × 〇 × ×

１２時台 × × × × ×

１３時台 × 〇 〇 × 〇

１４時台 × 〇 △ × ×

１５時台 × × × × ×

１６時台 × × × × ×

〇：空き有　△：空き少　×：空き無



7月17日の木曜日に富士市議の佐藤きくの様が、主任介護支援専門員同伴
でケアサポート志保に来所されました。

介護保険制度が優先されるという制度上の取扱いである「65歳問題」につ
いて話し合いが行われました。65歳以上になった方は、それ以前に障害福祉
サービスを利用していたとしても、原則、介護保険を使うよう誘導されるも
のです。しかし、介護保険サービスだけでは支援が不十分なケースが多々あ
ります。特に重度障害の方や医療的ケアを必要とする方にとっては、介護保
険だけでは必要なサービスが受けられず、生活の質が著しく低下してしまう
恐れがあります。また介護保険サービスが優先されることで、今まで利用し
ていたサービスが介護保険事業所へ移行される場合があり、環境や担当する
人が変わってしまう可能性もあります。

厚生労働省からは以下のような通知や事務連絡が出されています。

・ 介護保険だけでは不十分な場合、障害福祉サービスを上乗せして
支給することが可能である

・ 本人の希望や状況を丁寧に把握したうえで、適切な制度の組み合
わせを行うべきこと

ところが、この通りにしていない市区町村が多く、場合によっては65歳を
超えてから交通事故などで障害者になった方や、難病に罹患した方に対して
は、障害支援区分の申請を事実上受け付けない、いわゆる“門前払い”のよう
な対応が行われていることもあります。これは明らかに制度の本来の趣旨に
反する運用です。

佐藤きくの様は、こうした制度のはざまで苦しんでいる方々の現状につい
て会長の話に真摯に耳を傾け、「これは絶対に放置してはならない課題」と
強く共感してくださいました。制度の壁を越えて、必要な支援が届く社会を
実現するために、現場と行政がしっかりつながることの大切さを改めて実感
した時間となりました。
ちなみに富山県では全国に先駆けて高齢者・障害者・児童という福祉施設

の縦割りを排し、年齢や障害の有無にかかわらず誰もが一緒に住み慣れた地
域でケアを受けることが出来る柔軟なサービスの形を提供していて、富山県
の総合計画においても、事業の推進を重要施策と位置づけています。

このようなサービスの形が全国にもっと広がって欲しいと強く思いました。

添いながら心の通った支援を行っていきます。よろしくお願い申し上げます。

富士市議の佐藤きくの様 来所

佐藤きくの様、

ご多忙中のなか足を運んでいただき、

誠にありがとうございました。



暑い… けどエアコンがない… そんな時は


